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第９章 

共通評価項目の信頼性と妥当性に関する研究（41）～対象行為による比較 

目的 

2013年度に始まる本研究班では、初年度に

2008年 4月 1日～2012年 3月 31日の期間

に入院決定を受けた対象者で、2013年 10月

1 日までに退院し、通院処遇となった対象者

のデータを収集し、共通評価項目の各項目が

通院移行後の問題事象の予測にどれだけ関わ

るかを検証してきた。前章では診断分類によ

って通院移行後の問題事象の差の検証を行っ

たが、本研究では医療観察法医療の契機とな

った対象行為の種別によって通院移行後の問

題事象の発生に差があるのか否か検証する。 

 

方法 

a.対象・解析方法 

本研究の対象は 2008年 4月 1日～2012年

3月 31日の期間に入院決定を受けた対象者で

あり、研究協力が得られ、データが収集でき

た 22 の指定入院医療機関からのデータを用

いた。 

収集した 768名分のデータのうち、転院事

例はデータの重複の恐れがあるために削除し、

入院中および退院済みの事例を合わせた 720

名の対象行為種別を表 1に示す。表 1では対

象行為が複数ある事例は、「放火＋傷害」のよ

うに表記した。表 1のように、傷害が 3割、

次いで放火が 2 割、殺人、殺人未遂がそれぞ

れ 15％と続く。 

本研究の分析では通院移行後の問題事象と

対象行為種別の関係を評価するため、表 1 の

集計から通院処遇へ移行した事例 432名のみ

に絞った。通院処遇に移行した 432名の対象

行為種別を表 2 に示す。対象行為種別の割合

は表 1と大きくは変わらず、傷害 32％、放火

20％、殺人 15％、殺人未遂 14％と続く。 

本章の解析では、表 2 に示した対象行為種

別によって、通院移行後の暴力や問題行動の

発生に差が生じるか、カイ二乗検定による群

間比較を行って検証を行う。本来ならば、追

跡日数に差があるために生存曲線の群間比較

を行うべきところであるが、群間比較をする

際の暴力や問題行動の発生件数が少ないため、

生存曲線の群間比較を行わずにカイ二乗検定

を行うこととした。 

入院中のデータの抽出は診療支援システム

の統計データ出力（ＣＳＶ出力）プログラム

を用い、退院後の追跡調査は指定通院医療機

関に調査票を送付して協力を求めた。 

 解析にはエクセル統計 2015を使用した。 

 

b.倫理的な配慮 

各指定入院医療機関の研究協力者から入院

対象者の情報を収集する際には、住所・氏名

ならびに会社名・学校名・地名等個人の特定

につながるような個人情報は削除し、データ

の受け渡しにはデータの暗号化を行った。退

院後の追跡調査は対象者の入院していた指定

入院医療機関から通院先の指定通院医療機関

に行い、各指定通院医療機関においてデータ

を連結させた後に研究代表者に送付した。よ

ってデータ集約前の各指定入院医療機関の研

究協力者の時点には連結可能となるが、研究

代表者にデータが集約された時点では連結不

可能匿名化となる。発表には統計的な値のみ

を発表し、一事例の詳細な情報を発表するこ

とはしない。以上の配慮をもって、研究代表

者の所属施設である肥前精神医療センターの

承認を得て本研究を実施した。 

 

結果 

１）通院移行後の何らかの暴力の比較 

 本研究で指定通院医療機関に対して追跡調

査を行った問題事象は、自傷・自殺企図、放

火、性的な暴力、身体的な暴力、非身体的な
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暴力、アルコール・物質関連問題、医療の不

遵守の 7 種であるが、個々の発生件数に対し

てクロス集計表を作成すると、件数が少ない

ため、左記の暴力のうちの放火、性的な暴力、

身体的な暴力、非身体的な暴力のいずれかの

発生を＜何らかの暴力＞とし、何らかの暴力

の発生について、対象行為種別による群間比

較を行った。 

表 2 に示した通院移行事例のみの診断分類

によって、通院移行後の何らかの暴力の有無

のクロス集計表を作成し表 3に示した。 

表 3 を見ると、殺人未遂事例の暴力の発生

率が高いように見える。しかし対象行為種別

による群間比較を行うには、対象行為が複数

ある事例が少数例となっているため、カイ二

乗検定による群間比較が困難である。それ故、

殺人を含む事例は全て「殺人」のカテゴリ、

殺人を含まずに殺人未遂を含む事例は全て

「殺人未遂」のカテゴリ、殺人・殺人未遂を

含まずに放火を含む事例は全て「放火」のカ

テゴリ、強姦未遂・強制猥褻・強制猥褻未遂

のいずれかを含む事例は「性暴力」、強盗・強

盗未遂を含む事例は「強盗」、傷害のみの事例

は、傷害が複数件ある事例も「傷害」のカテ

ゴリにまとめ、再度クロス集計表を作成した。 

表 4に上記の対象行為の 6カテゴリによる

クロス集計表を、表 5 に期待度数の表を示し

た。表 5から、期待度数が 5を下回るセルが

２つあるが、全体の 20％以下であるためカイ

二乗検定を行った。カイ二乗値（Pearson）

は 14.301、5%水準でカイ二乗検定は有意とな

った。残差分析の結果を表 6~8に示す。表 6~8

より対象行為に強盗を含む事例、および殺人

を含まずに殺人未遂を含む事例は 5％水準で

有意に通院移行後の何らかの暴力の発生が多

く、対象行為に殺人を含む事例は 5％水準で

有意に通院移行後の何らかの暴力の発生が少

ないことが明らかになった。 

殺人未遂の群でどのような暴力が多いのか

検証するため、6 カテゴリに絞った対象行為

種別ごとの身体的暴力の発生件数と期待度数

を表 9～10、性的暴力の発生件数と期待度数

を表 11～12 に示す。表 9～12 のように、身

体的暴力の発生、性的暴力の発生のいずれも

件数が少なく、カイ二乗検定には Nが不足し

ている。しかしながら、表 9～12を見る限り、

殺人未遂を含む群で身体的暴力や非身体的暴

力が多いわけではない。 

なお、通院移行後の放火の発生は 1 件のみ

であったため、クロス集計表の作成は行わな

かった。参考までに、通院移行後に放火を起

こした対象者の入院時の対象行為は放火であ

った。但し対象行為が放火に相当する事例 83

例のうち 82 例は通院移行後の追跡期間中に

放火を起こしていないため、放火を起こしや

すいと言うことはできない。 

6 カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非

身体的暴力の発生件数と期待度数を表 13～

14に示す。表 14から、期待度数が 5未満と

なるセルが 20％以下であったため、カイ二乗

検定を行った。カイ二乗値（Pearson）は

14.567、5%水準でカイ二乗検定は有意となっ

た。残差分析の結果を表 15～17 に示す。表

15～17 より、対象行為に殺人を含む事例は

5%水準で有意に非身体的暴力の発生が少な

く、対象行為に強盗を含む事例は 1％水準で

有意に非身体的暴力の発生が多いことが明ら

かになった。その一方で、暴力のカテゴリご

との解析によっては、殺人未遂を含む事例に

多い暴力の種類は明らかにならなかった。 

 

２）通院移行後の何らかの問題行動の比較 

指定通院医療機関に対して追跡調査を行っ

た自傷・自殺企図、放火、性的な暴力、身体

的な暴力、非身体的な暴力、アルコール・物

質関連問題、医療の不遵守の 7 種のうち、自

傷・自殺企図を除く 6 種の問題行動、即ち放

火、性的な暴力、身体的な暴力、非身体的な
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暴力、アルコール・物質関連問題、医療の不

遵守のいずれかの発生を＜何らかの問題行動

＞とし、何らかの問題行動の発生について、

対象行為種別による群間比較を行った。 

表 2 に示した通院移行事例のみの対象行為

種別によって、通院移行後の問題行動の有無

のクロス集計表を作成し、表 18に示した。 

表 18を見ると、殺人事例の問題行動の発生

率が低いように見える。しかし対象行為種別

による群間比較を行うには、対象行為が複数

ある事例が少数例となっているため、カイ二

乗検定による群間比較が困難である。それ故

前項同様に殺人、殺人未遂、放火、性暴力、

強盗、傷害の 6 カテゴリにまとめ、再度クロ

ス集計表を作成した。 

表19に上記の対象行為の6カテゴリによる

クロス集計表を、表 20に期待度数の表を示し

た。表 20から、期待度数が 5を下回るセルが

２つあるが、全体の 20％以下であるためカイ

二乗検定を行った。カイ二乗値（Pearson）

は 12.977、5%水準でカイ二乗検定は有意とな

った。残差分析の結果を表 21~23に示す。表

21~23 より対象行為が強盗を含む事例は 5％

水準で有意に通院移行後の何らかの問題行動

の発生が多く、対象行為に殺人を含む事例は

5％水準で有意に通院移行後の何らかの問題

行動の発生が少ないことが明らかになった。 

 

考察 

 本研究で医療観察法入院の契機となった対

象行為ごとの何らかの暴力、何らかの問題行

動の発生頻度の変化を検証したところ、強盗

の事例は通院移行後の何らかの暴力や問題行

動の発生率が高く、殺人は通院移行後の何ら

かの暴力や問題行動の発生率が低いことが明

らかになった。また殺人未遂の群は通院移行

後の何らかの暴力の発生率が高いことが明ら

かになった。 

 一方、暴力の種類ごとの解析では、非身体

的な暴力の発生が強盗の群に多いことが明ら

かになった一方、殺人未遂の群は暴力の種類

ごとの解析では差は認められず、何によって

当初の対象行為の種別がその後の暴力や問題

行動につながっているのかは本章の解析結果

から明らかにすることはできなかった。 

 本章の解析結果に見られた差につながった

要因は明らかでないものの、殺人既遂事例は

軽微なものも含めた暴力や問題行動のリスク

は相対的に低く、逆に強盗事例は軽微なもの

も含めた暴力や問題行動のリスクが相対的に

高いことが明らかになった。これらの結果を

共通評価項目の下位項目の結果と照らし合わ

せつつ、臨床の場でのリスク評価の参考にさ

れたい。 

 

  



 

表 1 

 

 

 

 

 

 

 入院中事例も含めた対象行為種別

 

入院中事例も含めた対象行為種別

 

入院中事例も含めた対象行為種別一覧
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一覧  

  



 

表 2 

 

表 3 

 

 

 通院移行事例のみの対象行為種別一覧

 対象行為ごとの何らかの暴力の発生件数

通院移行事例のみの対象行為種別一覧

対象行為ごとの何らかの暴力の発生件数

通院移行事例のみの対象行為種別一覧

対象行為ごとの何らかの暴力の発生件数
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通院移行事例のみの対象行為種別一覧 

  

対象行為ごとの何らかの暴力の発生件数 

 

 



 

表 4 

 

表 5 

 

表 6 

 

表 7 

 

表 8 

側 P値）

 

表 9 

 

表 10

 

 

 

 

 6カテゴリに絞った

 6カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの暴力の発生件数

 6カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの暴力の発生件数

 6カテゴリに絞った

 6カテゴリに絞った

値） 

 6カテゴリに絞った

0 6カテゴリに絞った

カテゴリに絞った対象行為種別

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの暴力の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの暴力の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別

カテゴリに絞った対象行為種別

カテゴリに絞った対象行為種別

カテゴリに絞った対象行為種別

対象行為種別ごとの何らかの暴力の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの暴力の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの暴力の発生件数

対象行為種別ごとの何らかの暴力の発生件数：

対象行為種別ごとの何らかの暴力の発生件数

対象行為種別ごとの身体的暴力の発生件数

対象行為種別ごとの身体的暴力の発生件数
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ごとの何らかの暴力の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの暴力の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの暴力の発生件数

ごとの何らかの暴力の発生件数：

ごとの何らかの暴力の発生件数

ごとの身体的暴力の発生件数

ごとの身体的暴力の発生件数

ごとの何らかの暴力の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの暴力の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの暴力の発生件数

ごとの何らかの暴力の発生件数：

ごとの何らかの暴力の発生件数

ごとの身体的暴力の発生件数

ごとの身体的暴力の発生件数

ごとの何らかの暴力の発生件数 

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの暴力の発生件数：期待度数

 

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの暴力の発生件数：残差

ごとの何らかの暴力の発生件数：調整済み標準化残差

ごとの何らかの暴力の発生件数：調整済み標準化残差（両

ごとの身体的暴力の発生件数 

ごとの身体的暴力の発生件数：期待度数

 

：期待度数 

 

：残差 

 

調整済み標準化残差

 

調整済み標準化残差（両

 

 

：期待度数 

 

 

調整済み標準化残差 

調整済み標準化残差（両

 



 

表 11

 

表 12

 

表 13

 

表 14

 

表 15

 

表 16

 

表 17

（両側

 

11 6カテゴリに絞った対象行為種別ごとの性的暴力の発生件数

12 6カテゴリに絞った対象行為種別ごとの性的暴力の発生件数：期待度数

13 6カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数

14 6カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数

15 6カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数：残差

16 6カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数：

17 6カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数：

（両側 P値） 

 

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの性的暴力の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの性的暴力の発生件数：期待度数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数：残差

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数：

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数：

 

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの性的暴力の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの性的暴力の発生件数：期待度数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数：残差

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数：

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数：
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カテゴリに絞った対象行為種別ごとの性的暴力の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの性的暴力の発生件数：期待度数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数：残差

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数：

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数：

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの性的暴力の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの性的暴力の発生件数：期待度数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数：残差

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数：

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数：

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの性的暴力の発生件数 

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの性的暴力の発生件数：期待度数

 

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数 

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数：期待度数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数：残差

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数：調整済み標準化残差

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数：調整済み標準化残差

 

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの性的暴力の発生件数：期待度数 

 

：期待度数 

 

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの非身体的暴力の発生件数：残差 

 

調整済み標準化残差

 

調整済み標準化残差

 

 

調整済み標準化残差 

調整済み標準化残差



 

表 18

 

表 19

 

表 20

 

表 21

 

 

18 対象行為種別

19  6カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

20 6カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

21 6カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

 

対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

 

ごとの何らかの問題行動の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数
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ごとの何らかの問題行動の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

ごとの何らかの問題行動の発生件数 

 

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数：期待度数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数：残差

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数 

：期待度数 

 

：残差 

 

 

 



 

表 22

残差 

 

表 23

残差（両側

 

 

2 6カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

 

23 6カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

残差（両側 P値）

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

値） 

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数
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カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数：

カテゴリに絞った対象行為種別ごとの何らかの問題行動の発生件数：

：調整済み標準化

 

：調整済み標準化

 

調整済み標準化

調整済み標準化


